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年の瀬も押し迫り、寒い日が続きます。この時期、町内の家庭でも暖房器具が大活躍しているので

はないでしょうか。

しかし、この暖房器具も、使い方を間違うと、恐ろしい火災を引き起こす原因になります。

事実、火災が多く発生するのもこの時期だといわれています。

遠賀都消防署でも、「石油ストーブなどの暖房器具の取扱いにはくれぐれもご注意を」と呼びかけ

ています。

火災0を目指し、大切な財産や、尊い人命を失わないように、私たち一人ひとりが注意しましょう。

遠賀町消防団では、今年も年末警戒を行い、消防水利の点検やみなさんに「火の用心」を呼びかけます。
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と　り　の　う　者　　ふ　大が 

杯
の
子
供
た
ち
に
よ
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
演
技

－
会
場
一
杯
に
美
声
か
ひ
び
き
わ
た
り
ま
す
。



12月9日から12月15日まで

障害者福祉啓発強調週間です。

（「

一
人
一
人
が
理
解
を
深
め
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を

例
え
ば
、
車
い
す
の
人
が
駅
の
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き
ず
、
困
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
あ

な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
「
手
を
貸
し
て
あ
げ
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
お
互
い
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
障
害
を
も
つ
人
に
対
す
る
接
し
方
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
で
困
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
だ
と
差
－
は

『
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
』

の
一
言
か
ら

わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

遭
っ
た
能
力
や
個
性
を
も
っ
た
人
に
よ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

障
害
を
も
つ
人
の
場
合
も
同
じ
こ
と
で

す。
目
が
不
自
由
な
人
、
耳
が
不
自
由
な

人
、
手
や
足
が
不
自
由
な
人
、
そ
れ
ぞ

れ
選
っ
た
障
害
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
障
害
を
も
っ
て
い
る
人

が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ま
ち
で
見
か

け
た
と
き
は
「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」

と
一
言
聞
い
て
か
ら
手
助
け
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

障
害
を
も
つ
人
は
、
大
の
字
を
煩
わ

せ
る
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
周
囲
の
人
が
椀
種
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

手
や
定
の
不
自
由
拡
大
に
は

手
や
足
が
不
自
由
は
人
に
と
っ
て
、

道
路
の
段
差
や
階
段
の
上
り
下
り
は
た

い
へ
ん
で
す
。

革
い
す
を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
、
二

人
か
ら
三
人
で
静
か
に
持
ち
上
げ
ま
し

ょ
う
。
ほ
か
に
人
が
い
な
い
と
き
は
、

周
り
の
人
に
協
力
を
お
願
い
し
、
無
理

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
松
楽
づ
え
を
使
っ
て
い
る
人

が
困
る
の
は
、
雨
の
日
で
す
。
か
さ
が

さ
せ
ま
せ
ん
し
、
下
が
滑
る
か
ら
で
す
。

目
の
不
自
由
拡
大
に
は

目
の
不
自
由
な
人
は
、
駅
や
通
路
で

は
ホ
ー
ム
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
を
頼
り
に
歩
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
物
が

置
い
て
あ
っ
た
り
、
自
転
車
が
放
直
し

で
あ
っ
た
り
し
た
場
合
、
喜
故
が
起
き

ろ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
目
の
不
自
由
な

人
の
′
頼
り
，
を
十
分
に
確
保
し
ま
し

ょ
え
ノ
。白

い
つ
え
を
使
っ
て
歩
行
し
て
い
ろ

人
を
手
助
け
す
る
場
合
は
、
白
い
つ
え

の
反
対
側
に
立
っ
て
、
腕
や
肩
を
貸
し

半
歩
前
を
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

耳
の
不
自
由
拡
大
に
は

耳
の
不
自
由
な
人
は
、
外
見
だ
け
で

は
障
害
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

に
く
い
も
の
で
す
。

立
ち
止
ま
っ
て
、
何
か
を
探
す
よ
う

に
キ
甘
口
キ
ヨ
ロ
し
て
い
た
ら
、
身
振

り
や
手
振
り
で
話
し
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
話
か
け
ろ
と
き
は
、
必
ず
正

面
か
ら
近
づ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

レ∪変の方

以
前
は
、
膵
宮
を
も
た
な
い

人
か
陣
普
を
も
っ
人
の
た
め
に

何
か
を
し
て
あ
げ
る
と
い
う
〝
F

O
R
〟
の
時
代
が
長
い
間
続
い

て
き
ま
し
た
。

最
近
は
、
陣
害
を
も
っ
人
も
、

も
た
な
い
人
も
と
も
に
生
き
る

社
会
を
つ
く
る
。
W
I
T
H
〟

と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
国
連
の
「
陣

し
′
〃
j
I
　
／

富
者
の
十
年
」
　
の
根
本
に
あ
る

考
え
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
と
も

に
生
き
る
と
い
う
考
え
よ
り
さ

ら
に
一
夢
進
ん
だ
、
陥
富
を
も

つ
人
も
、
も
た
な
い
人
も
、
す

べ
て
の
人
が
共
有
す
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
。
A
L
L
〟
と
い
う
、
考
え

方
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

漠
小
百
合
さ
ん
が

遠
賀
商
中
学
校
で
講
演

Ⅱ
月
9
日
、
遠
賀
南
中
学
校
で
、
漠

小
百
合
さ
ん
と
盲
導
犬
の
カ
ン
ナ
を
招

い
て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

漢
さ
ん
は
、
不
幸
に
も
中
学
生
の
時

に
祝
力
を
失
い
ま
し
た
が
、
以
来
、
好

き
な
ス
ポ
ー
ツ
に
措
熟
を
傾
け
、
盲
導

犬
カ
ン
ナ
と
二
人
三
脚
で
、
前
向
き
に

人
生
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
出
場
し
、
そ
の
積

極
的
な
生
き
方
は
、
テ
レ
ビ
一
一
ユ
ー
ス

な
ど
で
も
報
じ
ら
れ
ご
存
じ
の
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
、
漠
さ
ん
は
、
1
年
生
九
十

七
人
の
前
で
、
自
分
の
体
験
を
ま
じ
え

だ
講
演
を
約
三
〇
分
行
い
、
生
徒
た
ち

も
漠
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
よ
う

で
し
た
。

ま
た
、
カ
ン
ナ
と
の
体
験
歩
行
も
行

わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
一
人
づ
つ
代
表

が
参
加
し
、
障
害
者
の
苦
労
や
盲
導
犬

の
必
要
性
な
ど
身
を
も
っ
て
認
諾
し
ま

した。最
後
に
、
生
徒
全
員
か
ら
漢
さ
ん
に

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
心
温
ま
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
漠
さ
ん
も
笑
顔
で
応
え
て
い
ま

した。
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〝
わ
た
し
た
ち
も
税
金
に
は
感
心
が
あ
り
ま
す
〟

中
学
生
　
「
税
の
標
語
」
「
税
の
作
文
」
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

国
税
局
が
Ⅱ
月
の
「
税
を
知
る
週
間
」
に
行
っ
た
中
学
生
の
「
税
の
標
語
」
　
「
税
の
作
文
」
募
集

に
は
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
若
松
説
務
署
管
内
だ
け
で
も
二
千
三
百
件
余
り
の
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
、
中
学
生
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
も
の
や
、
中
に
は
税
金
の
無
駄
使

い
を
さ
び
し
く
指
摘
す
る
も
の
も
あ
り
、
中
学
生
の
説
金
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
か
ら
は
、
標
語
の
部
で
遠
賀
中
学
校
3
年
の
中
島
千
春
さ
ん
と
、
遠
賀
南
中
学
校
3
年
の

富
永
久
子
さ
ん
の
作
品
が
若
松
税
務
署
長
賞
に
、
さ
ら
に
両
中
学
校
か
ら
六
人
ず
つ
が
遠
賀
町
長
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
文
の
部
で
は
、
遠
賀
中
学
校
1
年
の
財
前
功
一
君
が
若
松
税
務
署
管
内
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
、
賞
状
と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
特
に
、
租
税
教
育
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
対
し
て
遠
賀
中
学
校
へ
若
松
税
務
署

管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
と
作
品
（
磁
称
略
）

標
語
の
部

若
松
税
務
署
長
賞

細
説
の
心
が
つ
な
ぐ
社
会
の
輪

遠
賀
申
3
年
　
中
島
　
千
春

納
税
は
み
ん
な
の
幸
せ
第
一
歩

遠
賀
南
中
3
年
　
富
永
　
久
子

標
語
の
部
。
遠
賀
町
長
賞

税
金
は
豊
か
な
く
ら
し
と
福
祉
を
守
る

遠
賀
申
3
年
　
畑
生
蚕
業
子

納
税
で
み
ん
な
幸
せ
遠
賀
町

富
　
永
　
久
　
子
さ
ん

税
金
は
未
来
の
た
め
に
が
ん
ば
る
ぞ

遠
賀
南
中
2
年
　
竹
野
　
祐
也

み
　
ぁ
な
た
の
税
き
っ
と
役
立
つ
大
き
な
カ

遠
賀
申
1
年
　
井
上
　
優
子

遠
賀
申
3
年
　
寺
田

こ
の
街
の
ど
こ
か
で
生
き
るあ

な
た
の
説

遠
賀
南
中
3
年
　
合
原
　
君
香

税
金
は
日
本
を
支
え
る
カ
も
ち

遠
賀
南
中
3
年
　
三
角
加
奈
子

税
金
で
つ
く
る
我
が
町
よ
い
環
境

遠
賀
申
2
年
　
青
木
　
哲
也

あ
な
た
の
税
見
え
な
い
と
こ
ろ
で大

活
躍

遠
賀
申
2
年
　
的
立
　
直
子

税
金
で
築
い
て
い
こ
う
明
る
い
未
来

遠
賀
南
中
2
年
　
西
岡
　
範
雄

人
々
の
税
が
役
立
つ
町
づ
く
り

遠
賀
中
1
年
　
武
谷
　
美
幸

税
金
で
輝
く
未
来
ぼ
く
ら
の
町
を

遠
賀
南
中
1
年
　
藤
原
　
志
乃

こ
の
社
会
み
ん
な
の
税
で
支
え
よ
う

遠
賀
南
中
1
年
　
平
田
有
賀
子

作
文
の
部
・
若
松
税
務
署

管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
－

題
名
「
は
じ
め
て
知
っ
た
税
金
の
一
面
」

遠
賀
申
1
年
　
財
前
　
功
一

俳
句
合
算
俳
奏
句
会
抄
）

短
歌
（
お
ん
が
規
歌
会
語
学
）

河
中
　
指
菖
選

添
え
書
き
の
槌
せ
し
ペ
ン
の
字
儀
し
き

若
き
日
の
わ
が
ア
ル
バ
ム
を
繰
る

中
野
ス
エ
ノ

敬
老
の
会
で
も
ら
い
し
ボ
ー
ル
ペ
ン

名
前
は
金
で
彫
り
込
ま
れ
い
る

白

石

一

夫

メ
ー
ジ
ャ
ー
と
ペ
ン
を
バ
ッ
グ
に

入
れ
る
痺
つ
き
た
る
ま
ま
に

今
日
も
出
で
行
く
　
　
　
伊
藤
ア
キ
コ

同
僚
の
ペ
ン
字
の
上
手
さ
に
憧
れ
て

真
似
た
る
日
日
の
若
き
日
の
頭
つ

大
場
と
し
み

所
領
の
看
護
日
誌
を
書
き
い
つ
つ

ペ
ン
取
る
夜
を
秋
の
虫
鳴
く河

原
タ
ツ
ミ

池
田
幸
利
達

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
ほ
ぐ
れ
て
猿
山
の
あ

と
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
一
村
　
妙
子

ト
ン
ネ
ル
の
奥
の
青
空
竹
の
春

巻
萩
　
信
江

谷
深
く
稲
刈
る
音
の
ひ
び
き
け
り

川
上
　
久
夫

赤
と
ん
ぼ
大
河
へ
艇
庫
開
け
放
つ

玉
野
　
信
彦

コ
ス
モ
ス
の
吹
か
れ
青
い
空
が
好
き

芳
野
　
宏
子

－
　
別
府
の
泉
原
申
さ
ん
か
ら
、
次
の

俳
句
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
－

・
安
楽
の
心
静
け
さ
秋
日
和

・
佗
介
の
白
き
香
り
や
霜
の
朝

i

 

p

〓
　
－
褐

浅
木
の
繁
山
善
男
さ
ん
の
川
柳

・
寝
て
お
れ
ぬ
師
走
に
風
邪
が

ま
と
い
つ
き

・
行
く
年
も
来
る
年
も
な
い
受
験
生

の
ら
犬
を
ど
で
お
困
り

の
人
は
、
ま
ず
連
絡
を
〃
…

先
日
、
町
内
で
毒
物
を
ま
ぶ
し
た
イ

リ
つ
を
餌
に
し
た
ワ
ナ
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
恐
ら
く
、
の
ら
犬
な
ど
に
困
っ

た
人
が
仕
掛
け
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

実
際
に
は
、
散
歩
中
の
飼
い
犬
に
被
害

が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
や
や
も
す
る

と
人
体
に
も
被
害
を
お
よ
ほ
し
か
ね
な

い
大
変
危
険
な
行
為
で
す
。

の
ら
犬
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
直

接
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
ず
、
役
場
保

健
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

係
で
は
、
捕
獲
器
（
犬
用
5
台
、
猫

用
2
台
）
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す。

中
　
島
　
千
　
春
さ
ん

財
　
前
　
功
一
く
ん
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一、へ

皇
p
た
易
写
せ

＿
「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
大
き
い
ぞ
」
石
松
高
君
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8

さ
も
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
勢
い
で
ポ

m
月
菊
田
、
総
合
運
動
公
園
テ

第
m
回
遠
賀
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
へ

場で、

五
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

し
た
。
こ
の
日
は
、

い
一
目
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
、

ル
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（敬称略）

▽
－
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

擾
∴
勝
　
井
村
栄
記

準
優
勝
　
山
田
正
義

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
小
池
英
彰
、
井
村
栄
紀

準
優
勝
　
菅
野
利
彦
、
山
田
正
義

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
猪
本
ま
す
み
、

準
優
勝
　
増
本
千
駕
子
、

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
小
池
英
彰
、
小
池
睦
代

準
優
勝
　
菅
野
利
参
、

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

岡
垣
町
の
災
害
に
対
す
る

初
動
体
制
に
力
強
い
味
方

日
月
紳
日
、
岡
垣
町
野
間
に
建
設
さ

れ
た
、
遠
賀
郡
消
防
署
岡
垣
出
張
所
庁

舎
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
張
所
は
、
岡
垣
町
の
災
害
に

対
す
る
初
動
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

今
年
1
月
に
着
工
、
そ
し
て
、
こ
の

日
の
落
成
式
を
迎
え
ま
し
た
。

配
置
人
貝
は
八
人
、
配
備
車
両
は
、

消
防
タ
ン
ク
車
一
台
、
連
絡
車
一
台
で

対
応
し
ま
す
。

供
用
開
始
は
1
2
月
1
日
か
ら
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

（
1
0
月
l
日
～
m
月
針
目
）



圏囲圏圏圏
年末年始に備えて
し尿の臨時収集を
受け付けています。

12月18日まで

年末年始は、来客も多い

ものです。そんな時「あら

大変l便樽が一杯」なんて

ことにならないように、し

尿の臨時収集を受け付けて

います。

●申込み期限12月18日陰）

●申込み先　役場保健衛

生係（電話可）か（293）1234

●その他　臨時収集は12

月29日関の午前中まで

に行います。（日時の指

定はできません。）

使用済の乾電池は
一般のごみIこ混ぜないで〃

処理は小中学校か役場まで

町内の小中学校に使用済

み乾電池の収集箱を設置し

ています。また、役場保健

衛生係でも受け付けていま

すので、一般のごみに混ぜ

て出さないようにお願いし

ます。

。、9、l

諺
e
O
田
園

身
体
障
害
害
を
対
象
に
し
た

福
岡
県
職
員
採
用
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

●
と
　
き
　
平
成
5
年
1
月
日
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
、
北
九
州
市
他

●
採
用
職
種
・
予
定
人
員
一
般
事
務

十
人

●
受
験
資
枯
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
一

級
か
ら
四
級
ま
で
の
人
で
、
次
の
四

つ
の
要
件
に
該
当
す
る
人

⑪
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
人
②
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
⑧
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

④
活
字
印
刷
に
よ
る
出
題
、
口
頭
に

よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
人

●
串
込
み
締
切
り
　
1
2
月
独
白
（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

℡

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

直
方
聾
学
校
幼
稚
部
の

入
営
董
選
考
が
行
わ
れ
ま
す

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校
幼
稚
蔀
で
は

平
成
5
年
度
の
入
学
者
の
選
考
を
行
い

ま
す
。
幼
稚
部
は
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
幼
児
を
対
象
に

幼
稚
園
教
育
に
準
じ
た
教
育
を
行
い
、

聴
覚
活
用
を
基
盤
と
し
て
生
活
経
験
の

拡
充
と
感
覚
訓
練
や
言
語
指
導
に
重
点

を
お
い
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
募
集
定
員
　
3
歳
児
　
若
干
名

●
出
願
期
間
　
平
成
5
年
1
月
Ⅱ
日

（
月
）
～
1
9
日
（
火
）

●
入
学
者
選
考
　
平
成
5
年
1
月
滋
日

（
金
）
午
前
的
時
か
ら
、
直
方
聾
学

校
で
行
い
ま
す

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
直

方
謡
学
校
（
直
方
市
感
田
3
4
1
の

1

）

℡

0

9

4

9

2

（

6

）

5

3

5

1

、

（

6

）

5

3

5

2

川
内
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
の
学
生
募
集

●
募
集
定
員
　
機
械
シ
ス
テ
ム
系
＝
五

十
人
、
短
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系
＝

二
十
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム
系
I
I
四
十

人
●
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
（
平
成
5
年
3
月
卒
業
見
込
可
）

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
願
書
受
付
　
平
成
5
年
1
月
日
日

（
月
）
～
約
日
（
金
）

●
試
験
日
　
平
成
5
年
2
月
1
0
日
（
水
）

●
試
験
地
　
本
校
の
他
福
岡
市
、
北
九

州
市
で
も
行
い
ま
す

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
川
内
職
業

能
力
開
発
短
期
大
学
校
（
鹿
児
島
県

川
内
市
高
城
町
）
℡
0
9
9
6
（
2

2

）

2

1

2

1

お
馳
9
時

チ
ャ
リ
テ
ィ
餅
つ
き
大
会

に
出
か
け
ま
せ
ん
か

キ
ャ
ッ
ツ
2
1
は
、
来
る
べ
き
二
十
一

世
紀
を
見
据
え
遠
賀
町
の
活
牲
化
を
考

え
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
町

内
有
志
で
鮨
成
さ
れ
た
会
で
す
。

会
で
は
、
売
上
金
を
駅
前
広
場
の
時

計
台
設
置
費
用
の
一
部
に
あ
て
る
目
的

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
餅
つ
き
大
会
を
行
い
ま

す。●
と
　
き
　
1
2
月
柳
日
（
日
）
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
I
R
遠
賀
川
駅
前

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡

（

2

9

3

）

0

1

6

5

全
国
の
人
に
遠
賀
町
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い

遠
賀
町
美
術
愛
好
会
が
発
会
一
周
年

を
記
念
し
て
、
は
が
き
「
郷
土
文
化
の

発
展
お
ん
が
第
1
集
」
　
（
五
枚
一
組
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

売
上
の
余
剰
金
は
、
遠
賀
町
社
会
福

祉
協
議
会
や
青
少
年
育
成
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

●
販
売
価
格
　
三
百
五
円

●
販
売
店
　
今
橋
書
店
（
遠
賀
川
）
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い　と　さ　緒求保が　と　し　け　に　は晴れ　ら　旗“固　く　、診 
合は　い　ぶす　が笑で　ま　出な加立は　医　を　お保だ　そ　旗 

：撫子＼，／萄ダ　　ニ①玄 �わ　“o前　る　支わ　国　う　る　り　害替　国　旗　う　申　年　さ　の　を 
／ノ　ン　、若　　　十二関 �せ住　　に　こ　払れ保　と　前　ま　考　え　僚機け　し金い場受 
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金　　屈す　は合対よ　示　　詰　り　に　れ療　oて用届出 

人？ぅごき
平成4年11月末日現在（前月比）

●世帯赦　　　　●人　口

5，412（1－21）18，333（＋60）

●男……8．748　●女……9．585

●転入…‥・103　●転出……‥・44

●出生……・十4　●死亡……‥13
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園
田
回
国

今
年
の
6
月
に
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
半
年
間
、
誤
字
脱
字
ば
か
り

で
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

他
の
町
の
広
報
担
当
者
と
も
、
連
絡

を
取
り
合
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
そ

の
会
話
の
な
か
で
「
編
集
後
記
に
、
誤

字
脱
字
に
気
を
つ
け
ま
す
。
つ
て
書
い

て
た
ら
、
取
材
に
行
っ
た
と
き
、
小
学

生
に
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
気
を
つ
け
ま
す

な
ん
て
畠
い
と
っ
た
け
ど
、
間
違
い
が

あ
っ
た
よ
。
」
　
っ
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
か

ら
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
後
記
に
は
以

後
気
を
つ
け
ま
す
。
な
ん
て
書
く
な

よ
。
」
と
ベ
テ
ラ
ン
の
担
当
者
。

し
か
し
、
あ
え
て
自
分
に
喝
を
入
れ

る
た
め
に
、
『
来
年
こ
そ
は
、
完
璧
な
広

報
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
」

で
．
も
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
鬼
の
大

笑
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
（
英
）


